




























































































































































れた明石入道が、琵琶と箏を取り寄せて自ら琵琶を弾き 源氏に箏を勧め、ついでに娘の明石の君が「延喜の御手より弾き伝へたること三代」の入道から習って「自然にか 前大王 御手に通ひて」の箏の名手であり、琵琶も「をさをさとどこほること うつかしき手など筋こと」であると喧伝し で、源氏 の君に興味をもった
（明石二四〇〜四）
。別れに際して源氏はかの琴を














琶」の名手の第一にあげている。明石 君が受けた音楽教育は、箏だけに留まらない 物一般 、本格的な相伝だったのだろう。琴、箏、琵琶は大陸に由来する楽器であり、きちんとした奏法の相伝が必要な、由緒と教養を物語 る
注２
が、源氏はそ
の明石 君の相伝の音色に関心を持ち、感動したわけである。光源氏 流謫 日々に「琴」があったのは「君子左琴 思想
注３
の反映














































の二人は、藤壺立后、桐壺帝 譲位と崩御、右大臣一族の専横と光源氏の謫居と復権といった紅葉賀から澪標巻の物語には全く姿を見せない、いわゆる玉鬘系の人物である。蓬生・関屋 が語られずに物語から消えても不思議ではない二人に、 でいかなる側面が加え れて、二条東院の住人になるのだろうか。　
そもそも二条東院は、紫の上に次ぐ妻である、花散里や明石の













いては、なぜ花散里が光源氏の心を捉えたのか、今ひとつわかりにく 。中川の女と違って信じて待ち続けていた誠実さの称揚とも見えるが、 「思さぬことにもあらざる」思いに、ふと思い立って立ち寄る源氏を あいなし 思ふ人は、とにかく 変るもことわりの世の性」
（花散里一五八）
というのだから、中川の女の心が一






れはさておき、蓬生巻でもう一度末摘花を本筋に関わらせるにあたり、末摘花巻の醜怪で烏滸な姿を一時棚上げにしても、花散里巻の構図と同じ探訪譚で物語を締めくくったことに留意しよう。すなわち、 「花散里邸」に行く途中の初夏のたたずまい 源氏は過去を思い出し、思い出の邸 立ち寄る。その結果、中川の女とは違って、待ち続けた心の誠を発見し、感動するという展開が描かれているのである。　
中川の女の話は、妹が門の女の挿話とも似ている分、変操とい
うほどでもない、久しぶりに来 気まぐれな男を自らあきら





























































































































にとって源氏と の間に通う感情は、なるほど自分を貴族社会につなぐ千載一遇の伝手だろう。その伝手を恒久的に活かすには、自邸 姉を引き取るより、光源氏 邸に身を寄せる姉尼を後見する方が都合が良い。兄を世話して醜態をさらす末摘花と対照的な、雅やかな空蝉の出家生活は、空蝉 個人的に後見する存在を物語る。かくして は、 『無名草子』にも謗られる、趣味は良くとも屈辱的な出家生活を送ることになった。　
結局光源氏の栄華は二条院・二条東院でなく、四方四季の六条
院が舞台となり、六条院には紫の上のほか、花散里と明石の君が迎え入れられた。花散里巻以降の 系の巻々で語られ 二条東院構想は、そのまま六条院構想 拡大解消した感があ 。一方蓬生関屋の二巻は、帚木三帖や末摘花巻でそ まま消えるこ もできた末摘花と空蝉を再び本筋と絡めるもの 、 るところ六条院造営後の二条東院住人を用意する巻である。光源氏の栄華の叙述にあたり、六条院体制下に二条東院を据え直 必然は奈辺にあったのか。まず指摘できるの 、花散里巻に蓬生巻末が重ねら








れは、光源氏 妻たちの「心深く長い」さまを強調 ながらも一方でそれを批評する視座をももたらす。ことに心深く聡明で、心長い空蝉の思いが、世におもねる右衛門佐の打算と出世に読み替えられて二条東院に繫がれた現実は衝撃的で、しかも大きく見れば紫の上たちも無縁ではない。紫の上が六条院の頂点にあるのは光源氏の愛が生活の後援 もあるからであり、心深く長い聡明 を有することは、花散里や明石の君や空蝉のよ に出処進退をわきまえて忍従を生きることで、その忍従の対価 して人も羨む六条院の栄華があ のだ。讃仰される者が負うものを きらかにする聡明な空蝉の り様 傍らで、末摘花だけはまったくに愚鈍であるのだが、そこにあ のはいっそある種のすがすがしさである。世事に疎い末摘花 兄は、居ても全く生活の助けにならず むしろ末摘花の暮らしを変わらず寒々しく恥ずかし もの 留め ばかり。それを取り繕う才覚もない末摘花 頓珍漢もあって、華やかな正月早々に、みっとも く洟を垂らす赤鼻を目撃した光源氏 、













































な行事の描写がもっとも効果的であるだろう。しかし がらこうした一般的な公的行事の描写 なるべく抑え 胡蝶巻の中宮季の御読経にしても宮中でなく六条院を舞台とし しかも前日















拙稿「 『源氏物語』弾物四種の女楽が描くも ─「跡ある」琴と「跡なき」和琴をめぐって─」 （ 「東京女子大学日本文学百八号 二〇一二年三月） 。四種の弾物のうち、大陸由来で奏法があり相伝 基とする琴・箏・琵琶と、奏法もなく簡便で当人のセンスが重要な和琴という性格の違いがある。 『奏箏相承血脈』のような相伝血脈書は中世になって重んじられるもので、 『源氏物語』の頃はさほど重要な話題でもないらしく、物語内で相伝や名手につ さほど記述があるわけではないが、明石の君関連の箇所だけ史実上の人物とも絡めて突出して詳しいことに留意したい。音楽 相伝は、明石の君 いう人物の造型に際 て重視されている。
注
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蓬生巻によれば、松風巻のころ末摘花は二条東院に入ったはずだが、夕霧の後見が二条東院で行われる少女巻でも、全く登場しない。蓬生巻が後補と評されるゆえんであるが、後補か さておき 蓬生巻は玉鬘 と呼応しつつ、少女巻で加えられた醜女という部分 含め、花散里を末摘花に重ね合わせる流れを形作っているのを重視したい。
注














五節は少女巻に最後に登場する。 「かけていへば今日のこととぞ思ほゆる日かげの霜の袖にとけしも は、往事を偲ぶ心情に加え、下の句の景で光源氏に照らされてあっけなく恋に墜ちた若き日の五節情と、溶けて袖の涙となった結末 を暗示しており、切なく美しい歌である。これだけ 思いを抱えて二条東院入りを拒んだ五節の機微を、 「うち思しけるままのあはれをえ忍びたまはぬば りの
をかしう
おぼゆるもはかなしや」の語り手 評言が抉る。文としては傍線部分「をかしさを、をか う とあるべきだろうが、重なり合う二者の「をかし」の懸隔が逆に推察され 。少女巻には末摘花も空蝉も登場しないが、花散里の醜貌も明か など、二条東院を組み込んでの六条院体制が見据えられた巻であ こと 疑いない。
注
12 「あいだちなき御言ども」は、厳密には光源氏の答歌の後の評言で、花散里の贈歌に続くのは ほどかに聞こえ…あは と思したり」と、あたかも好もしい歌であるかのような地の文であ 。だが、源氏の答歌自体には、中年の自らを「若駒」と歌うことを除 ば、 「あいだちなき」表現はない。花散里自身の意識、それを耳にした光源氏の意識では、孤閨を素直に受容する慎ましい歌でありつつも、意図を超えて不穏 感情が抉られた歌でもあることを、 「あいだ なき御言ども
00
」が抉っていると考える。

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